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研究成果の概要（和文）：　本研究プロジェクトは、法と権利に焦点をあてることで現代南アジア（特にインド
とネパール）における人々の民主主義的な政治参加の様態と、それが法制度の構築および運用にもたらす影響力
を明らかにした。これにより、現代南アジア社会で生じている動態性を析出することができ、人々がいかなる形
で南アジア型法秩序を生きているのかを明らかにすることができた。

研究成果の概要（英文）：This project had been working on clarifying how people in South Asian 
countries such as India and Nepal have been democratically participating in politics. It had 
especially paid attention to relationships between laws and concepts of rights such as human rights 
and citizenship, and showed how these relationships have been influencing the constructions and 
organizations of the legal orders in such countries. Through these focuses, this project 
successfully shows the dynamics in contemporary South Asian countries and how people there live 
under the South Asian legal orders. 
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１．研究開始当初の背景 
 本研究課題は、石坂晋哉氏が代表を務めた
科研プロジェクト（基盤 B）「ポストコロニ
アル・インドにおける社会運動と民主主義」
の問題意識を継承したものである。加えて、
特に南アジアにおける法の制定・運用と人々
による権利の行使や主張に着目することで、
現代南アジアにおける社会的動態の様相を
導出することを目指した。 
 
２．研究の目的 
 本研究課題の目的は、南アジアにおける権
利の獲得・行使の実態を、法制度の規定と運
用を踏まえつつ、臨地調査によって明らかに
することである。従来の研究は、法制度その
ものの紹介や権利をめぐる運動の個別事例
分析にとどまっているものが多く、法の制
定・運用と個別具体的な文脈における法と権
利の要求・行使との間に展開される動態を十
分に捉えてこなかった。本研究では、①国
制・権利・法秩序、②「新しい権利」と司法
制度、③権利の行使と支援団体、④権利意識
の生成、という 4 つの視点から、（a）南アジ
ア固有の文脈における＜法と権利＞の多様
なあり方をミクロとマクロの両面から分析
して「南アジア型法秩序」を導出するととも
に、（b）法学や政治学における普遍主義的な
権利論に対して個別的文脈を重視する地域
研究から理論的貢献を果たすことを目的と
する。 
 
３．研究の方法 
 本研究課題は、①国制・権利・法秩序、②
「新しい権利」と司法制度、③権利の行使と
支援団体、④権利意識の生成、という 4 つの
視点を明らかにするために構成員を 4班に分
け、議論を深化させる。特に文化人類学者、
社会学者、政治学者からなる本研究課題構成
員は、臨地調査を重視し、各自が対象とする
地域でフィールドワークを行い、また、資料
収集のために旧宗主国であるイギリス等の
図書館でも研究活動を行う。 
 
４．研究成果 
 4 年間の研究を通して、本研究課題は「南
アジア型法秩序」の導出を試み、それは一定
程度果たされたと考える。特に、研究期間の
後半は「現代インド型法秩序」をめぐって国
際学会でのパネル発表をウィーンやチェン
マイで開催し、大きな反響を得た。本研究課
題の研究成果は2018年 12月 5日にPalgrave 
MacMillan より出版されることになっており、
研究期間終了後も国際的な議論の展開に結
びつくことが期待されている。 
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